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小学生 

 小学生のうちに、「あたり前のことをあたり前に」できるようになると一生お得です。くじら塾の小学生は、 

あたり前をあたり前にやっていけるようになるために、勉強を頑張っているといってもいいかもしれません。 

生徒達を観察していると、勉強ができるようになる生徒達の行動には、共通点があります。その行動は、勉強だ

けでなく習い事や部活、仕事などにも明らかに有効です。しかも、それらは、そんなに難しいことではありませ

ん。「意識さえすれば誰にでもできる」けれども、「意識しないと誰にもできない」。 

そういう性質のものです。その共通点をあげてみましょう。 
 
 勉強ができるようになる小学生の3大要素（くじら塾 行動編） 

 忘れ物をしない 時間を守る 宿題をやってくる 
 

 驚くほど簡単なことばかりですね。くじら個人の感覚的には、この3つがき

ちんとできてさえいれば、一番校に入学するところまではほぼ誰でも行かれま

す。簡単で、やれば誰にでもできる。やればできるのだから、やってみる。 

そして、精度を上げていく。精度を上げながら、続けていく。これが大事なん

ですね。 

 もちろん、一人で続けたり、精度を上げていくのは、なかなか難しい。 

だから、くじら塾で、先生やみんなと一緒に頑張るのです。 

さ、今日も、宿題をきちんとやろうね～～（くじら） 
↑授業前の賑やかなひととき。楽しいね！ 

あたり前のことをあたり前に 

夏の暑さも和らぎ、過ごしやすい秋になりました。

夏休み気分が抜けないまま二学期へ突入し、過ごしや

すい気候で眠たくなり、楽しいスポーツで疲れ、勉強

が身に入らない。そんな季節でもあります。 「部活

がちょっと忙しいから、今日の勉強は休みにしよう」

と思うこともしばしばです。しかし、二学期は勉強内

容はレベルが上がり、受験生は学力テストもあったり

と、勉強量も一番多い時期です。俗に中だるみの季節

とも言われますが、一番気合を入れなければならない

時期なのです。ですから、中だるみを防ぐために、

「今日は勉強を休む」ではなく「今日は勉強を簡単な

復習だけにしよう」と少しでもいいから継続すること

が大切です。本当に勉強をしたくない気分の時には、

ファイルや宿題を整理するだけでも構いません。 

また、初心を思い出すことも効果的です。中学校に

入学したとき「中学からは勉強頑張るぞ！」と思いま

せんでしたか？ 新しいノートを使い始めるとき「丁寧

なノートにするぞ！」と思いませんでしたか？ 何か勉

強を新しく始めた時の物を見返してみてください。

「あのときの頑張りが無く

なってきてたかも。頑張ろ

う。」と思うはずです。毎日

がスタートだと思って、新鮮

な気持ちで勉強ができるとい

いですね。一緒にがんばりま

しょう！        

     （白土亮光）                  

 もうすぐ１０月です。今年のセンター試験の出願がも

うすぐ始まりますね。今回は今年の現時点でわかってい

る入試の動向についてお話しします。 
 

 ①文低理高の終息・公立大学の人気 

近年の不景気の影響で就職に直結しやすい理系の人気が

高い状態が続いていました。しかし、景気の安定や去年

から始まった新課程理科の負担感により、理系の人気が

落ち着き、文系学部の志望者が増加しています。また、

去年の道内公立大学（センター試験の科目が少ない＝負

担感が少ない）人気は今年も続く可能性がありますので

志願者は注意してください。 

 ②今年から英国新課程 

去年は理科と数学の新課程入試が話題になりました。 

実は今年から英語と国語が新課程入試となります。 

といっても出題範囲に変更があるわけではないので、 

特別今までの対策とおおきく変わることはないでしょ

う。しかし、新課程の英国は「コニュニケーションを重

視する指導」が謳われています。よって、出題傾向が変

わる可能性がります。特に毎年マイナーチェンジを繰り

返してきたセンター試験の英語は、出題形式がおおきく

変更されるかもしれません。同様に今年から私立国立問

わず２次試験の出題形式が変わる可能性があります。 

近年の過去問だけにとらわれず幅広い対策が必要です。 

 

 さて、１０月から国公立大学

志願者に向けて対策授業が始ま

ります。志望校合格に向けて積

極的に活用して下さい。一緒に

合格を勝ち取りましょう。 
            （石川恵一） 

中だるみの二学期 今年の入試の動向は？ 高校生 






